さぬきＪＣ　２００５年度　第１回理事予定者会議事録

日時：２００４．９．９（木）１９：３０〜２３：３０ 

場所：（株）高畑精麦　会議室　　　　　　　　　　　　

出席者：高畑、宮川、近兼、川内　　　

川崎豊、川崎明、藤田、平井 　

佐柳、亀山、高木信、大西、片岡 

景山、田中、浜崎、有家　　　 

議事録作成者：浜崎　　　　　　　　　　　　　　　　 

1． 開会宣言

2． 「ＪＣ宣言」朗読並びに綱領唱和

3． 出席者の確認

4． 理事予定者挨拶
　　　２００５年度がスタートしました。私自身、微力ですが、皆さんの力を借りて、より良い

　　　さぬきＪＣにしていきたいと思います。

5． 直前理事長挨拶

　　　すでにいろいろなところで動いてますが、基本理念にのっとり、来年も一致団結してほしい

　　　来年の為に話し合い

6． 資料の確認

　　　フロッピー、紙資料

7． 議事録作成者の確認

　　　議事録作成者　浜崎

　　　署名人　　　　藤田、川崎明

8． 前回議事録の確認

9． 協議事項

1 第１号議案：２００５年度（社）さぬき青年会議所　基本理念および理事長所信（案）について

　　報告依頼事項①臨時総会でのメンバーアンケート結果をふまえた上で

　　メンバーアンケート発表

　　理事長：朗読

　　大西省：ＪＣの基本理念のテーマに沿って来年の事業の事を書いていて、意見も

　　　　　　伝わりいいと思う

　　高木信：今読んでます

　　片岡　：基本的なベースで考えており、理事長の思いが伝わる

　　　　　　変革→既存の大きな２つの事業を変える→今までも一緒に考えようと言って

　　　　　　ながら変わってこなかった→理事長の思いをいれていいのでは　

　　理事長：事業計画で触れていかないといけないのでは

　　　　　　お城まつり→ＧＷに実施→見直さざるをえない

　　　　　　　支援はするが、方法等ゼロベースから

　　　　　　　新しいお城まつりを委員会で練って欲しい

　　　　　　わんぱく→移管できるかわからない

　　　　　　　今年、移管の足場づくりはしてきた→検討

　　亀山　：わかりやすい。メンバーが減っているのでわかりにくいと方向がわからない
　　佐柳　：ＪＣの想いがでてる　

2 第２号議案：２００５年度（社）さぬき青年会議所　組織図（案）について

　　　　　　見ての通り。③と一緒に平行して進行

3 第３号議案：２００５年度（社）さぬき青年会議所　事業計画（案）について

　　説明

　　亀山　：文字訂正　青少年育成委員会、ＡＳＰＡＣ

　　大西省：ＡＳＰＡＣ支援実行委員会は２００６年まで続くのか？

　　高畑　：必ず立ち上げないといけないとはまだ決まってない　

　　　　　　２００６年は入れ替わる

　　　　　　出席率については、過去３年５回しか超えてない

　　　　　　事業検討会にて協議

　　　　　　具体的に努力すれば達成できる数字

　　　　　　１ｓｔステップとして乗り越えて頂きたいということで事業計画に出した

　　高木信：お城まつりの出席率が高いのに、例会扱いにせず、１０月に例会をする

　　　　　　意義は？

　　高畑　：支援はするが、ＧＷになれば出席できない人もいる

　　　　　　ＧＷでなければ例会化も検討した

　　　　　　皆が出席できるのを前提にしたものを例会化

　　高木信：５月にお城まつり支援、１０月に例会をして高主席率が稼げるかどうか・・・

　　高畑　：調整しても出席が無理な例会—例会をはずしたい

　　　　　　１０月は７０％を目指して頑張って欲しい

　　高木信：もし５月に持って行きたかったら、いつ議決をとれるか？

　　高畑　：今後２回協議していくのでそれで

　　川崎豊：お城まつりの出席率は４日でのもの、他は１日—あまり参考にならない

　　片岡　：組織図で事務局から下へ伸びているのを説明して欲しい

　　高畑　：当初は総務委員会があったのを事務局に吸収

　　　　　　事務局スタッフで事務局、総務両方の仕事

　　　　　　事務局メンバー５名＋フロア２名（従来の総務のフロアメンバーとして）

　　　　　　　理事メンバーではない。総務業の遂行

　　　　　　副専務理事、事務局次長は理事メンバー

　　高木信：宙に浮いてしまわないか？

　　高畑　：事務局メンバーではあるが、理事メンバーではないためこう記載

　　近兼　：補佐と書いたら定款にはふれない

　　高木信：幹事等にして組織にいれては？

　　高畑　：皆さんがよければ

　　一同　：賛成

　　高畑　：副委員長指名以降の指名で２名の事務局メンバーで、名称は次回までに検討

　　亀山　：特になし

　　佐柳　：特になし

4 第４号議案２００５年度（社）さぬき青年会議所　年間スケジュール（案）について

　　説明

　　次年度予定

　　　第１月曜日　委員会

　　　第２月曜日　役員会

　　　第３月曜日　理事会

　　　第４月曜日　例会

　　高畑　：経営力向上委員会は４回あり負担大→隔月に

　　　　　　　動かせない事業もあるので、４，７，９，１１月へ

　　亀山　：５月は非常に忙しい。７月で終わることも考えられる→変えることを

　　　　　　　考えて欲しい　

　　高畑　：ＬＯＭ大会を移管するのを前提—出来なければ検討

　　　　　　移管するのであれば７月以降に育成事業を立ち上げて欲しい

　　　　　　　→あえて後半をあけてある

　　　　　　移管すればＬＯＭ大会は来賓で

　　亀山　：理事長が来賓ということは、基本的に丸投げ？

　　高畑　：そうです

　　亀山　：丸投げできるか？支援がいるのでは？

　　高畑　：それらを含めて委員会にて検討して頂きたい

　　　　　　　色々な意見をふまえて　

　　川崎明：移管がＯＫの場合、移管先は？

　　　　　　高畑　：香川相撲倶楽部を予定

　　　　　　高木信：話はできているのか？

　　　　　　高畑　：今年話はしてある

　　　　　　川崎豊：移管先—反対

　　　　　　　　　　移管するのであれば、先を検討して欲しい

　　　　　　高畑　：これは案。委員会で話をして欲しい（委員会の意見を尊重）

　　　　　　亀山　：理事長の意見にそぐわない場合は？

　　　　　　高畑　：検討します

　　　　　　近兼　：理事会メンバーの意見を検討してみては？

　　　　　　高畑　：所信でも言っている

　　　　　　　　　　いろいろな変革—全てが正しいとは思わないー色々な意見、検討してほしい

　　　　　　　　　　基本的に２回協議、１回審議

　　　　　　　報告依頼事項③年内スケジュール確認

　　　　　　　説明

　　　　　　近兼　：１月の役員会、理事会の日程は大丈夫？

　　　　　　川崎明：７日までは無理では？

　　　　　　高畑　：そう思って組み立てたらこうなってしまう

　　　　　　　　　　毎年１月はきびしい

　　　　　　　　　　もう一度事務局で検討—意見があらば発表

　　　　　　高木信：スムーズに理事会が進めばいいが

　　　　　　平井　：毎回の協議、審議—委員長がやりますとのことです

5 第５号議案：２００５年度（社）さぬき青年会議所　予算（案）について

　　高畑　：メンバーの負担を極力１２万で抑えたいー実際は他で徴収している

　　　　　　繰越金はまだ決まってない

　　　　　　みなさんの意見を聞きたい

　　平井　：時節がら、ＡＢどちらでもいい

　　高畑　：青少年育成委員会—ＬＯＭ大会移管→削減

　　　　　　ダッシュ村—しない

　　　　　　会員開発委員会—家族会の削減、とりあえず検討

　　　　　　総務広報委員会—事務局へ。縮小。対外誌の要、不要

　　　　　　繰越金—現時点ではもっとあるだろう

　　高木信：地区大会は毎年全員登録？

　　高畑　：していない。所信の中でも書いてたが、

　　　　　　　近兼地区会長輩出、坂出が主管—意見を集約—地区を盛り上げたい

　　高木信：委員会にもちかえって検討

　　　　　　ブロック、地区会員大会は自動的に全員登録？

　　　　　　会費から出して出席率が上がるのであれば

　　高畑　：全員登録をする、しない

　　　　　　会費の中から出す、出さないを検討

　　　　　　いままではブロック会員大会の懇親会費用—引き落とし

　　高木信：フロアメンバーは知らずに引き落としされてること多い

　　　　　　　委員会で話していく

　　高畑　：意見を聞きたい。今の時点で地区会員大会を全員登録するかどうか？

　　　　　　ブロックはしてきたから今後もすべきか

　　川崎明：何年も前からやめるべきと言ってきた。

　　　　　　計算した上で各ＬＯＭにお願いすべき

　　　　　　懇親会は不要では？

　　平井　：今の意見をブロックへ

　　　　　　年会費で納める→方向性は賛成

　　高木信：企業出向者は金銭的に苦しいー全員登録の見直し必要では？

　　　　　　地区長は全員登録しないとメンツつぶれるか？

　　近兼　：懇親会費用は入ってない。内容としてのもの

　　高木信：全員登録をやめるように声をかけれるか？

　　高畑　：１２万でやっていくというこは、年会費を下げるということ

　　　　　　ウエイトが事業費にいってしまう

　　亀山　：個人的意見は年会費でまかなうのは賛成

　　　　　　極力個人負担へれば助かる

　　　　　　全員登録—来年はしかたない

　　　　　　理事長の考えで、来年に対してＡＳＰＡＣは？

　　高畑　：２００５年度は高松ＪＣとのつきあいの中で進めなければ

　　　　　　今年２０名—来年も２０名くらいで

　　　　　　現実２０名は難しいー行かない人の分をこの中から出したい

　　　　　　本当は行く人だけの分ですませたい

　　　　　　ダメな場合、予算の中から出そうと思っている

　　　　　　正確には今年から始まっている

　　高木信：理事会を通ってから？

　　高畑　：まず高松ＪＣの意見を聞くー行く人でまかなえれば

　　　　　　委員会にて検討して欲しい

　　近兼　：事務局という書き方は？

　　宮川　：総会費？

　　高木信：総務の議案も事務局で？

　　高畑　：書き方はまた考える

　　大西　：会員開発委員会—大幅カット

　　　　　　他も減っているー事業の縮小—きびしい

　　高畑　：昨年と同じものを求めているわけではない

　　　　　　事業費もこれはたたき台

　　近兼　：補正予算でも組み直しできる

6 第６号議案：副院長指名について

　　指名

7 第７号議案：委員会メンバーのドラフト方法について

　　説明

　　地区・アスパック支援委員会—７、８，９，１０位指名

　　経営力向上委員会—２〜９位指名

　　事務局—２，４位指名

　　委員会ごとの出席率問わない

１０．報告依頼事項　

　　　　①③は先に終了

　　　　②第２号議案：出向者について

　　　　　　ブロック出向者—１５日の第１回ブロック役員会にて決まるー協力お願い

　　　　　　　今の予定

　　　　　　　　副会長ｏｒ監事　川崎豊

　　　　　　　　委員長　　　　　佐柳

　　　　　　　　委員会幹事　　　副委員長

１１．出席者の確認（遅刻者のみ）

１２．次回開催日時確認

　　　　　　第２回理事予定者会　９月２８日（火）　（株）高畑精麦（ペーパーレス会議）

１３．監事講評

　　　長時間お疲れ様でした

　　　無事出航できるように一致団結して行きましょう

１４．閉会宣言

